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平
成
１９
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

３７
億
７
千
３
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予

算
対
比
▲
７
・
１
％
、
２
億
８
千
７
百
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
こ
ま
ち

ダ
ム
・
こ
ま
ち
浄
水
場
整
備
終
了
に
伴
う

出
資
金
の
減
、
退
職
者
の
不
補
充
等
に
よ

る
人
件
費
の
減
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
各

種
経
常
経
費
の
削
減
等
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

国
の
構
造
改
革
の
影
響
に
よ
り
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
限
ら
れ
た
財

源
を
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
配
分
す
る

た
め
、
既
存
事
業
の
必
要
性
、
重
要
性
、

緊
急
性
等
を
検
証
し
、
併
せ
て
歳
出
の
徹

底
し
た
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
３
次
小
野
町
振
興
計
画
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
『
人
口

の
増
加
』
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
「
子

育
て
、
子
育
ち
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
全
、
安
心
、

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
事
業
予
算
を
優

先
に
配
分
す
る
と
と
も
に
、「
笑
顔
と
が

ん
ば
り
行
革
大
綱
」
の
基
本
方
針
に
沿
っ

て
編
成
し
ま
し
た
。 

 

●
歳
　
　
入 

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
予
算
の
う
ち
、

町
税
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に

伴
う
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
要
因

に
よ
り
前
年
度
比
１３
・
９
％
、
１
億
２
千

２
百
万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止
や
地
方
特
例
交

付
金
の
縮
小
等
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な

る
ほ
か
、
本
町
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
に
お
い
て
も
、
地
方
財
政
計
画

に
基
づ
き
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
減
額

を
見
込
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

財
政
調
整
基
金
よ
り
１
億
円
を
繰
り
入
れ

し
て
、
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。 

 

●
歳
　
　
出 

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
に
支

出
す
る
一
般
会
計
の
歳
出
は
、
議
会
費
で

議
会
改
選
期
に
伴
い
前
年
比
２
・
１
％
の

増
、
総
務
費
で
戸
籍
電
算
化
事
業
、
選
挙

経
費
等
の
増
加
に
よ
り
２
・
４
％
の
増
、

民
生
費
で
他
会
計
繰
出
金
等
の
増
加
に
よ

り
２
・
５
％
の
増
の
ほ
か
、
災
害
復
旧
費

で
１８
年
発
生
の
凍
上
災
に
よ
り
大
幅
な
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
へ
の
出
資
が
完
了
し
大
幅
に
減

額
と
な
る
衛
生
費
を
は
じ
め
、
全
て
の
費

目
で
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
な
お
、
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。 
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平
成
１９
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 


